
令和２年７月豪雨

ア
ム
ダ
、
被
災
地
で
支
援
活
動

　
コ
ロ
ナ
対
策
徹
底
で
施
術

柔
整
6
4
名
、
鍼
灸
2
1
名
が
利
用

避難所となった人吉市立第一中学校

　
九
州
を
中
心
に
日
本
各
地
で

被
害
を
も
た
ら
し
た
「
令
和
２

年
７
月
豪
雨
」
。
国
際
医
療
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
特
定
非
営

利
活
動
法
人
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム

ダ
、
岡
山
市
）
は
、
被
害
が
甚

大
だ
っ
た
熊
本
県
の
球
磨
地
方

に
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
、
７
月

６
日
か
ら
２
２
日
ま
で
支
援
活
動

を
行
っ
た
。

　
避
難
所
と
な
っ
た
人
吉
市
立

第
▽
甲
学
校
で
７
月
Ｈ
目
か
ら

ア
ム
ダ
の
調
整
員
で
柔
整
師
の

平
野
晃
氏
が
避
難
生
活
者
ら
の

ケ
ア
を
開
始
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
対
策
と
し
て
複
数
の
専

門
家
の
指
導
を
受
け
て
「
入
室

前
、
施
術
前
後
計
３
回
の
ア
ル

コ
ー
ー
ル
に
よ
る
手
指
消
毒
の
徹

底
」
　
「
マ
ス
ク
着
用
」
　
「
ベ
ッ

ド
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
」
　
「
タ

オ
ル
、
シ
ー
ツ
の
交
換
」
を
遵

守
、
接
触
を
最
低
限
に
す
る
た

め
施
術
時
間
を
１
５
分
と
定
め
て

行
っ
た
。
１
２
日
に
は
、
熊
本
地

ペ
欧
・
べ
大
仁
や
『
ぶ
』
い
」
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震
以
降
「
ア
ム
ダ
熊
本
鍼
灸

チ
ー
ム
」
と
し
て
災
害
鍼
灸
に

携
わ
っ
て
き
た
吉
丼
池
氏
（
鍼

灸
師
・
柔
整
師
）
が
合
流
し
。

１
５
日
か
ら
鍼
灸
に
よ
る
ケ
ア
に

当
た
っ
た
。
柔
整
師
・
鍼
灸
師

に
よ
る
支
援
活
動
が
終
了
し
た

１
９
日
ま
で
に
柔
整
を
利
用
し
た

避
難
生
活
者
は
延
べ
６
４
名
（
う

ち
１
名
は
テ
ー
ピ
ン
グ
指
導
の

み
）
で
、
鍼
灸
は
延
べ
２
１
名
。

今
後
も
柔
整
や
鍼
灸
の
施
術
を

希
望
す
る
と
い
う
利
用
者
に
向

け
、
人
吉
市
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

師
会
及
び
球
磨
郡
鍼
灸
師
会
の

協
力
を
得
て
、
近
隣
で
受
診
可

能
な
鍼
灸
院
、
整
骨
院
の
リ
ス

ト
を
作
成
。
最
終
日
に
避
難
所

に
掲
示
す
る
と
と
も
に
避
難
所

運
営
者
、
施
術
を
受
け
た
利
用

者
に
渡
し
た
。
ま
た
、
柔
整
師

が
必
要
に
応
じ
て
セ
ル
フ
ケ
ア

や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
弾
性
包
帯
の

巻
き
方
な
ど
を
指
導
し
た
。

「
熊
本
地
震
の
経
験
生
き
た
」

ケ
ア
に
当
た
っ
た
吉
井
氏

　
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
供
を

抱
え
な
が
ら
避
難
し
て
き
た
女

性
は
施
術
後
、
目
に
涙
を
浮
か

べ
て
い
た
。
杖
無
し
で
は
歩
け

語
る

な
い
老
婦
人
は
家
を
流
さ
れ
た

と
い
い
、
将
来
へ
の
不
安
を
訴

え
て
い
た
ー
。

　
ケ
ア
に
当
た
っ
た
吉
井
氏
は
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糾
ケ
ア
に
当
た
る
鍼
灸
師
で
柔
整
師
の
吉
丼
池
氏

　
の
平
野
晃
氏
（
下
。
写
真
は
全
て
ア
ム
ダ
提
供
）

　
「
被
災
地
で
は
非
日
常
の
環
境

に
一
気
に
入
り
込
み
、
身
心
の

動
揺
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
い
て
、
医
療
支
援

の
現
場
で
は
、
環
境
の
変
化
の

振
れ
幅
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
熊
本
地
震

の
被
災
地
で
の
活
動
経
験
か
ら

環
境
の
変
化
へ
の
耐
性
を
身
に

付
け
た
こ
と
が
、
今
回
の
活
動
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整
師
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へ
生
か
さ
れ
ま
し
た
」
と
語
っ

た
。
「
熊
本
地
震
で
の
活
動
時

は
自
分
自
身
の
体
調
管
理
に
あ

ま
り
気
を
配
ら
ず
、
支
援
参
加

後
、
体
調
が
し
ば
ら
く
元
に
戻

ら
な
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
参
加
後
の
セ
ル
フ
ケ
ア

を
す
る
こ
と
で
い
ち
早
く
通
常

の
生
活
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
も
話
し
て
い
る
。
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